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令和４年度第１回狭山市社会福祉審議会会議録 

 

開催日時 令和４年５月６日（金） 

午後１時３０分から午後２時５７分まで 

開催場所 教育センター 大研修室 

出 席 者 １３名 

朝賀委員、井村委員、宇田委員、大野委員、小野委員、諏訪委員、 

髙橋委員、中野委員、日比委員、細井委員、堀委員、宮本委員、 

矢吹委員 

欠 席 者 成瀬委員、寳積委員 

事 務 局 １３名 

鷹野福祉部長、昔農こども支援部長、栗原健康推進部長 

吉﨑福祉部次長（福祉政策課長兼務）、荒田こども支援部次長（こども支

援課長兼務）、五十嵐健康推進部次長（新型コロナウイルス感染症対策室

担当課長兼務）、平野障がい者福祉課長、北田入曽地区子育て支援拠点等

整備プロジェクトチームリーダー、横田保育幼稚園課長、忍成青少年課

長、岩田保険年金課長、阿部福祉政策課総務・政策担当主幹、堀越福祉

政策課総務・政策担当主査、 

傍 聴 者 なし 

 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 報告事項 

（１）令和４年４月１日の組織改正について                    （会議資料１） 

   福祉政策課長から説明 

〈質疑応答〉なし 

 

（２）令和４年度当初予算と主な重点事業について       （会議資料２） 

    福祉部長、こども支援部長、健康推進部長から説明 

〈質疑応答〉 

委  員 新型コロナワクチンの接種状況について、６５歳以上の接種率や年齢

別の接種の状況はどうなっているか。 

所管課長 全体のワクチン１回目の接種率が 89.6％、２回目が 88.9％、３回目

が 62.4％となっており、この中で 65 歳以上の方の３回目接種率は不明

であるが、年代別では 60 歳代で 86.1％、70 歳代は 89％、80 歳代は

91.1％、90 歳代は 86.2％となっている。狭山市でも全国と同様に高齢
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者の接種率が高い状況となっている。 

委  員 民生費の予算が多くを占めているが、今後もこの割合が高まっていく

のか。また、一般会計の国民健康保険事業費から国民健康保険特別会計

へ繰り出しが減っているのは、国民健康保険から後期高齢者医療保険に

移行していく人数が増えていることが大きな要因ということだが、しば

らくはこの傾向が続くのか。 

令和４年度の介護保険事業費予算額が令和３年度に比べて減っている

理由は何か。 

所管部長 民生費については、過去３年間を見ると年々増加している。このまま

増加していくのかは不明である。 

所管課長 令和４年度後期高齢者の到達者数の見込みは 2,476 人、令和５年度は

2,228 人となっており、団塊の世代が後期高齢者となっていくので、今

後、後期高齢者は増加していくと見込んでいる。国民健康保険につい

て、一人当たりの医療費は増加しているが、全体の医療費は減少してい

る傾向にある。 

所管課長 介護保険事業費について、令和３年度は施設整備を行った。令和４年度

は新たな施設整備の計画がないため、6,700 万円の減額となっている。 

委  員 福祉３医療の医療費窓口払い無料化は県の補助制度がベースとなって

いると思っていたが、今回は狭山市独自に施策を充実させたということ

か。 

所管部長 今回の福祉３医療の医療費窓口払い無料化は県の補助をベースに行っ

ているが、対象年齢や対象地域については各市でばらつきがあるので、

狭山市で対象年齢や対象地域を検討し、決定した。 

（３）狭山市手話言語条例検討委員会について          （会議資料３） 

    障がい者福祉課長から説明 

〈質疑応答〉なし 

 

（４）狭山市医療的ケア児等支援協議会について          （会議資料４） 

    障がい者福祉課長から説明 

〈質疑応答〉 

委  員 資料の（趣旨）３行目に「当事者等」とあり、（組織）を見ると保護者

が入っていない。保護者の視点は欠かせないと思うがいかがか。 

所管課長 要綱を検討する時に協議会メンバーに保護者を入れることは検討事項

であった。この協議会は４年前に任意のグループから協議を始めていて、

その段階でも保護者の意見を取り入れていきたいと検討していたが、保

護者側が消極的であったため、協議会のメンバーとすることができなか

った。 

委  員 子どもが成長するにあたり親も成長していく。現時点で協議会のメン
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バーになることが難しくても、働きかけは続けていただきたい。 

所管課長 実現していきたい。 

委  員 協議会の検討内容として災害時の個別支援計画の策定があったが、な

ぜその内容にしたのか。また、実際に医療的ケア児を支援できる事業所は

あるのか。 

所管課長 災害時の個別支援計画については、災害時に長時間の停電等も考えら

れ、その時どのように対応していくかを決められるといいのではないか

ということ、またこのテーマは永続的に検討していくことができること

から検討内容となった。支援できる事業所はある。この協議会にも２つの

訪問看護ステーションが入っている。 

委  員 訪問看護も重要だが、避難所などで休息できる空間を作ることも重要

であり、また、当事者間のつながり、民生委員や自治会など地域とのつな

がりを大切にして、顔の見える関係性を築いていってもらいたい。 

所管課長 個別支援計画を策定するにあたり、大学病院との連携が足りていない

と感じている。 

近隣との関係を築いていけるように導いていきたい。また、当事者間の

つながりは重要であり、当事者間でしか言えないこともある。当事者ネッ

トワークは他市で行っているところがあるので、狭山市でも進めていき

たい。 

  

（５）保育所等入所児童数及び待機児童数について        （会議資料５） 

    保育幼稚園課長から説明 

〈質疑応答〉 

委  員 定員に達していないのにもかかわらず待機児童がいる、また、入所児童

数が定員を超えているのはどのような状況か。 

所管課長 入所児童数が定員を超えているのは、定員の弾力化といい、定員の

120％を超えない中で保育することができる制度のためである。 

所管部長 定員に達していないのにもかかわらず待機児童がいるのは、年齢別で

定員が異なるからであり、例えば０歳児は待機児童がいるが、他の年齢で

は定員に達していない場合もある。 

委  員 狭山市内公立保育所の土曜日の開所時間が１４時もしくは１５時なの

で、土曜日に保育をしてもらいたい保護者は、公立保育所に入所させたく

ても民間保育園を選ばざるを得なくなってしまう。公立保育所の開所時

間の延長は考えているか。 

所管部長 今のところ、公立保育所の開園時間の延長は考えていない。色々な方策

で待機児童の解消につなげていきたい。 

委  員 重点事業の説明でもあったとおり、緑陽高校の近くに保育園ができる

ということだが、待機児童が解消されるのか。 
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所管課長 柏原・水富地域では年度当初の待機児童は１名であるが、市内全域でみ

ると年度末にかけて１００名以上になる。また、このエリアは新たな企業

も進出する予定であることから、このあたりのニーズを踏まえて令和４

年度に保育園を整備していくこととなった。 

 

（６）国民健康保険税条例の改正について            （会議資料６） 

    保険年金課長から説明 

委  員 狭山市は今まで医療給付費分の賦課限度額が５５万円であったが、他

の市町村より低いのではないか。 

所管課長 埼玉県の市町村の中でも最低額であった。今回の税率改定と併せて賦

課限度額も増額した。また、国が令和４年度に医療給付費分、後期高齢者

支援金等分、介護納付金分の賦課限度額の合計を１０２万円に改正した。

これに伴い、来年度狭山市でも１０２万円に改正する予定である。 

委  員 今回の改正で、市民にはどのように影響がでるのか。 

所管課長 均等割が増額となったことにより、世帯員が多い場合は原則負担が大

きくなる。 

〈質疑応答〉なし 

 

５  その他 なし 

 

６  閉  会 

    〈終了〉 

 


